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『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
』
の
日
本
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
改
変
に
つ
い
て

楊

帆

一

は
じ
め
に

宋
・
常
謹
撰
『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
』（
以
下
『
応
験
記
』
、
端
拱
二
年
（
九

八
九
）
成
立
）
は
、
現
存
す
る
唯
一
の
中
国
で
作
ら
れ
た
地
蔵
菩
薩
説
話

集
で
あ
る
。
前
稿
「
『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
』
の
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
考
察

―
続
蔵
本
系
統
を
中
心
に

―
」（

一
）

で
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
述
べ

た
よ
う
に
、
地
蔵
菩
薩
信
仰
に
加
え
、
『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
の
日
本
の

説
話
集
や
絵
巻
に
お
け
る
享
受
、
中
日
現
存
仏
像
に
お
け
る
推
移
変
遷
な

ど
の
観
点
か
ら
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、き
わ
め
て
重
要
な
作
品
で
あ
る
。

『
応
験
記
』
の
現
存
伝
本
が
、
梅
津
次
郎
氏
旧
蔵
の
梅
津
本
を
主
要
伝

本
と
す
る
梅
津
本
系
統
と
卍
大
日
本
続
蔵
経
系
統
の
二
系
統
に
分
け
ら
れ

る
こ
と
は
、
前
稿
に
お
い
て
言
及
し
た
。
『
応
験
記
』
の
伝
本
の
書
写
年

代
に
つ
い
て
は
、
梅
津
本
自
体
は
江
戸
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
が
、
そ
の

底
本
は
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）
の
書
写
で
あ
る
。
続
蔵
本
系
統
の
内
閣

文
庫
本
の
書
写
年
代
は
江
戸
時
代
で
あ
る
。

前
稿
で
は
、
続
蔵
本
系
統
に
属
す
る
続
蔵
本
・
蔵
経
書
院
本
・
内
閣
文

庫
本
の
三
伝
本
の
関
係
性
を
検
討
し
、
近
代
の
活
字
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
続

蔵
本
に
は
、
錯
簡
を
訂
正
す
る
過
程
で
生
じ
た
誤
り
な
ど
を
含
め
、
近
代

活
字
化
の
段
階
に
お
け
る
本
文
改
変
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
続
蔵
本
系
統
の

代
表
と
し
て
は
内
閣
文
庫
本
を
優
先
的
に
使
用
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
た
。

先
行
研
究
で
は
、
梅
津
本
と
続
蔵
本
の
本
文
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
続

蔵
本
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
近
代
以
前
の
日
本
に
お
け
る
伝
写
の
過
程
で
本

文
に
改
変
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
梅
津
本
が
現
存
伝

本
の
う
ち
で
「
善
本
」
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

梅
津
本
は
善
本
で
あ
る
が
、
続
蔵
本
系
統
の
伝
本
の
存
在
意
義
が
な
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
。
李
銘
敬
「
宋
・
常
謹
撰
『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
』
研

究
序
説
」（

二
）

で
は
、
梅
津
本
と
続
蔵
本
の
間
に
大
き
く
本
文
異
同
が
見
ら

れ
る
第
二
十
七
話
「
海
陵
縣
兒
童
戯
画
砂
地
蔵
感
通
記
」
に
つ
い
て
、
東

京
国
立
博
物
館
蔵
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
絵
』
に
見
ら
れ
る
同
話
の
詞
書
と
、

『
応
験
記
』
の
両
伝
本
の
本
文
を
比
較
し
、
同
絵
巻
が
使
用
し
た
テ
キ
ス

ト
は
、
梅
津
本
と
続
蔵
本
の
両
者
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
応
験
記
』
第
二
十
七
話
の
本
来
の
姿
は
、
現
在
確

認
さ
れ
る
梅
津
本
や
続
蔵
本
の
本
文
が
示
す
も
の
で
は
な
く
、
両
系
統
と

も
に
当
該
説
話
に
お
い
て
欠
落
が
あ
り
、
不
完
全
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
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続
蔵
本
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
近
代
活
字
化
さ
れ
る
前
の
伝
写
過
程
で
本

文
に
改
変
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
牧
野
和
夫
「
常
謹
撰
『
地

蔵
菩
薩
応
験
記
』
和
訳
絵
詞
、
そ
の
他

―
新
出
本
紹
介
を
兼
ね
て

―
」（

三
）

に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

牧
野
氏
は
、
『
応
験
記
』
梅
津
本
・
卍
本
（
続
蔵
本
）
の
本
文
と
、
中

世
資
料
に
見
ら
れ
る
引
用
文
（

宗
性
写
『
地
蔵
菩
薩
感
応
抄
』
、

聖

a

b

覚
撰
『
言
泉
集
』、

東
寺
観
音
院
蔵
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
絵
詞
』
）
を
比
較

c

し
た
結
果
、

・

に
見
ら
れ
る
『
応
験
記
』
の
引
用
文
は
、
「
概
ね
、

a

b

梅
津
本
の
系
統
の
本
文
を
有
し
、
卍
本
の
系
統
の
本
文
と
は
隔
た
る
こ
と

少
な
か
ら
ず
」
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

所
引
の
本
文
は
む
し
ろ
卍
本

c

の
系
統
に
近
似
し
て
い
る
が
、
独
自
の
異
同
も
存
在
す
る
点
か
ら
、
明
確

な
系
統
分
類
は
困
難
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
緩
慢
に
し
て

緩
や
か
な
変
化
が
、

・

・

の
引
文
を
介
し
て
梅
津
本
と
卍
本
と
の

a

b

c

間
に
は
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
卍
本
の
序
題
な
ど
の
変
化
も
又
、
本
邦

伝
流
間
の
改
編
、
異
同
に
よ
る
と
推
測
し
易
い
」（

四
）

と
指
摘
し
て
い
る
。

清
水
邦
彦
氏
も
ま
た
、
「
『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
』
の
基
礎
的
研
究
」（

五
）

に

お
い
て
、
『
応
験
記
』
と
同
話
が
見
ら
れ
る
『
法
苑
珠
林
』
、
『
華
厳
経
伝

記
』
、
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
、
『
弥
勒
如
来
感
応
抄
』
、
『
地
蔵
縁
起
絵
巻
詞

書
』
と
い
っ
た
中
日
の
書
物
と
の
本
文
比
較
を
通
し
て
、
「
鎌
倉
期
に
は

応
験
記
本
（
筆
者
注
：
梅
津
本
）
に
近
い
テ
キ
ス
ト
が
流
布
し
て
い
た
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
、
「
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
の
如
く
後
世
の
誰
か

が
改
編
を
試
み
て
、
果
た
ず
し
て
終
わ
り
、
若
干
の
改
編
と
「
巻
第
一
」

（

マ

マ

）

と
い
う
記
述
の
み
が
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
」（

六
）

る
と
、
牧
野
氏
と
同
様
の

意
見
を
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
先
行
研
究
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
『
応
験
記
』
は
中
日
両
国
に

お
け
る
地
蔵
菩
薩
説
話
の
研
究
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
文
献
で
あ

り
な
が
ら
、
参
照
す
べ
き
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
な
お
明
確
に
さ
れ
て
い
な

い
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
研
究
を
進
め
る
う
え
で
も
、『
応
験
記
』

の
両
伝
本
に
異
同
が
見
ら
れ
る
説
話
の
テ
キ
ス
ト
の
原
形
が
い
か
な
る
も

の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
両
系
統
の
伝
本
を
比
較
検
討
し
、
再
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
『
応
験
記
』
第
十
三
話
に
お
け
る
梅
津
本
と
内
閣
文
庫
本

の
本
文
異
同
の
一
例
を
具
体
的
に
検
討
し
、
第
十
三
話
の
テ
キ
ス
ト
の
原

形
を
推
定
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
さ
ら
に
、
前
掲
拙
稿
で
論
じ
た
続
蔵
本

系
統
の
本
文
改
変
の
中
に
は
、
日
本
で
伝
わ
る
過
程
に
お
け
る
単
な
る
誤

写
に
起
因
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
と
日
本
に
お
け
る
思
想
的
差

違
に
基
づ
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二

『
応
験
記
』
第
十
三
話
に
お
け
る
梅
津
本
と
内
閣
文
庫
本

の
異
同

「
揚
州
女
張
氏
依

母
告

造

地
蔵
菩
薩

救
苦
記
第
十
三
」
の
両
伝
本

二

一

二

一

に
お
け
る
本
文
を
左
に
掲
げ
る
。
（
句
読
点
・
返
り
点
は
私
に
よ
る
。
傍

線
部
分
は
、
本
稿
が
検
討
す
る
続
蔵
本
系
統
の
み
に
存
す
る
文
で
あ
る
。
）

梅
津
本

（
七
）

張
氏
、
是
揚
州
刺
史
張
健
信
之
嫡
女
也
。
其
母
亡
後
、
夢
示

張
氏

、

二

一

「
吾
苦
不

可

堪

忍
、
汝
将
救

之
」。
即
問

苦
相

、
曰
、
「
吾
為

レ

レ

レ

レ

二

一

鬼
子

、
昼
夜
死
生
。
所
以
者
何
、
餓
鬼
報
多
食

己
子

、
随

生

二

一

二

一

レ

而
食
、
不

知

幾
死
生

。
見

其
生
母

、
如

見

怨
家

。
但
人
間

レ

二

一

二

一

レ

二

一

一
月
之
中
、
一
日
不

能

食

吾
。
所
謂
月
廿
四
日
、
晨
朝
有

沙
門

、

レ

レ

レ

二

一

入
城
中
、
施

食
方
飽
足
。
自
余
日
、
不

可

免

此
苦

。
其
沙
門

レ

レ

レ

二

一
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唱

此
言

、
『
我
是
地
蔵
尊
、
今
入

餓
鬼
城

、
能
施

大
安
楽

、

二

一

二

一

二

一

当
発

菩
提
心

』。
雖

聞

此
語

、
業
所

縛
故
、
不

能

発
心

。

二

一

レ

二

一

レ

レ

二

一

唯
一
日
中
、
方
飽

飲
食

」
。
窹
語

所
夢

。
僧
道
耀
告

女
云
、「
汝

二

一

二

一

レ

欲

救

母
、
須
造

地
蔵
菩
薩

。
母
所

示
告

、
即
其
応
化
也
」
。

レ

レ

二

一

二

一

張
氏
尽

母
財
産

、
造

等
身
地
蔵

。
復
夢
見

母
、
身
帯

光
明

、

二

一

二

一

レ

二

一

住
立

空
中

。
告
曰
、
「
我
依

汝
造
像
功
徳

生

天
上

。
汝
敬
心

二

一

二

一

二

一

礼
供

其
像

、
慈
氏
菩
薩
成
仏
時
、
同
見
仏
聞
法
」
。
窹
感
悲
甚
。

二

一

聞
者
来
供

其
像

矣
。

二

一

内
閣
文
庫
本

（
八
）

張
氏
。
是
楊
州
刺
史
張
健
信
之
嫡
女
也
。
其
母
亡
後
。
夢
示

張
氏

。

二

一

「
吾
為

育

爾
恣
貪
欲
而
憍
慢
素
甚
。
因

之
感

斯
餓
鬼
報

。
苦

レ

レ

レ

二

一

不

可

堪

忍
。
汝
将
之
」。
女
即
問

苦
相

。
母
曰
。「
吾
為

鬼
子

、

レ

レ

レ

二

一

二

一

日
夜
死
生
。
所
以
者
何
。
餓
鬼
報
多
者
食

己
子

。
随

生
而
食
。

二

一

レ

不

知

死
死
生

。
見

其
生
母

。
如

見

大
悪
鬼

。
但
人
間
一
月

レ

二

一

二

一

レ

二

一

中
。
一
日
不

能

食

吾
。
所
謂
月
二
十
四
日
。
晨
朝
有

僧
。
入
城

レ

レ

レ

レ

中
。
施

食
飽
足
。
自
余
日
。
不

可

免

此
苦

。
其
時
沙
門
唱

此

レ

レ

レ

一

二

二

言

。
『
我
是
地
蔵
薩
埵
。
今
入

餓
鬼
城

。
能
施

大
安
楽

。
汝
等

一

二

一

二

一

当
発

菩
提
心

』

。
雖

聞

此
言

。
業
報
所

縛
故
。
不

能

発

二

一

文

レ

二

一

レ

レ

二

心

。
唯
一
日
中
。
無
有
飽
食

。
汝
欲

救

斯
苦

。
須
造

地

一

云
云

レ

二

一

二

蔵
菩
薩
像

」
。
母
示
告

此
事

。
夢
速
覚
畢
。
張
氏
尽

母
財
産

。

一

二

一

二

一

造

等
身
地
蔵
像

。
後
夢
見

母
。
身
形
放

光
明

。
住

虚
空
中

二

一

レ

二

一

二

一

告
曰
。「
我
。
汝
修
善
功
力
。
速
生

天
上

。
汝
敬
心

礼
供
具
其
像

。

二

一

二

一

同
在

慈
氏
菩
薩
処

。
俱
将
同
見
仏
聞
法
」
。
寤
後
。
感
悲
甚
。
聞

二

一

者
来
供

其
像

。
各
蒙
益
乎
。

二

一

本
話
の
梗
概
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

揚
州
刺
史
の
娘
張
氏
の
夢
の
中
に
、
亡
く
な
っ
た
母
が
現
れ
た
。
母
は

「
自
分
は
今
餓
鬼
の
子
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。
生
ま
れ
る
た
び

に
餓
鬼
の
母
に
食
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
苦
し
み
は
耐
え
が
た
い
。
た
だ
毎

月
の
二
十
四
日
、
地
蔵
菩
薩
が
餓
鬼
城
に
来
て
、
食
を
施
す
。
業
報
の
故

に
地
蔵
菩
薩
の
言
葉
を
聞
い
て
も
発
心
が
か
な
わ
な
い
」
と
言
っ
た
。
張

氏
は
夢
か
ら
覚
め
て
、
母
の
財
産
を
尽
く
し
て
等
身
の
地
蔵
像
を
造
り
、

供
養
し
た
。
そ
の
後
、
夢
の
中
に
現
れ
た
母
は
空
中
に
立
っ
て
光
明
を
放

ち
、
自
分
は
張
氏
が
像
を
造
っ
て
供
養
し
た
功
徳
に
よ
っ
て
天
上
に
生
ま

れ
た
と
告
げ
た
。
こ
の
話
を
聞
い
た
人
々
は
み
な
来
て
地
蔵
菩
薩
像
を
礼

拝
供
養
し
た
。

両
伝
本
に
お
け
る
細
か
い
異
同
は
二
十
ヶ
所
以
上
に
存
す
る
が
、
大
き

な
異
同
と
し
て
主
に
以
下
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

【
異
同
①
】
張
氏
の
母
が
、
自
分
が
餓
鬼
に
堕
ち
た
理
由
を
述
べ
た
こ

と
（
内
閣
文
庫
本
の
傍
線
部
）

【
異
同
②
】
僧
道
耀
の
登
場
の
有
無
（
波
線
部
）

ま
ず
、【
異
同
②
】
「
僧
道
耀
の
登
場
の
有
無
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

宗
性
写
『
弥
勒
菩
薩
感
応
抄
』
広
本
に
は
『
応
験
記
』
第
十
三
話
の
本
文

が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
も
「
僧
道
耀
」
の
登
場
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
絵
詞
』（

九
）

（
以
下
『
絵
詞
』
）
に
収
め
ら
れ
る

「
地
蔵
菩
薩
ヲ
ツ
ク
リ
テ
餓
鬼
ノ
苦
ミ
ヲ
タ
ス
ク
ル
事
」
は
、『
応
験
記
』

第
十
三
話
の
和
訳
絵
詞
で
あ
る
が
、
当
該
話
に
も
「
ユ
メ
サ
メ
テ
ノ
チ
道

耀
禅
師
ニ
此
事
ヲ
カ
タ
ル
」（

十
）

と
あ
り
、
同
様
に
僧
道
耀
の
登
場
が
見
ら

れ
る

（
十
一
）

。
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一
方
、
続
蔵
本
系
統
で
は
僧
道
耀
の
登
場
が
削
除
さ
れ
、
張
氏
に
地
蔵

菩
薩
の
造
像
を
勧
め
る
役
割
が
張
氏
母
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
異
同
が
ど
の
段
階
で
、
い
か
な
る
理
由
で
生
じ
た
か
は
、
現
時
点
で
は

判
断
し
が
た
い
。

本
稿
で
は
、
続
蔵
本
系
統
の
み
に
見
ら
れ
る
相
違
点
、
張
氏
の
母
が
餓

鬼
に
堕
ち
た
理
由
を
述
べ
た
台
詞
（
【
異
同
①
】）
に
注
目
す
る
。
内
閣
文

庫
本
で
は
、
張
氏
母
が
餓
鬼
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
を
告
げ
る
台
詞
の

中
に
、
「
吾
為
育
爾
恣
貪
欲
而
憍
慢
素
甚
。
因
之
感
斯
餓
鬼
報
（
吾
は
爾

を
育
て
ん
が
為
に
、
恣
に
貪
欲
し
て
、
憍
慢
素
よ
り
甚
だ
し
。
之
に
因
り

て
斯
く
餓
鬼
の
報
を
感
ず
）
」
と
い
う
文
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
文
は
梅
津

本
に
な
い
。
こ
の
台
詞
に
よ
っ
て
、
張
氏
母
は
子
を
育
て
る
た
め
に
多
く

の
罪
を
作
っ
た
ゆ
え
に
餓
鬼
に
堕
ち
た
と
解
釈
で
き
、
梅
津
本
よ
り
文
脈

が
わ
か
り
や
す
い
。
一
方
、
梅
津
本
の
よ
う
に
こ
の
一
文
が
な
く
て
も
、

本
文
理
解
の
上
で
問
題
は
生
じ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

次
節
以
降
、
梅
津
本
と
内
閣
文
庫
本
の
【
異
同
①
】
を
中
心
に
、
続
蔵

本
系
統
『
応
験
記
』
の
本
文
が
日
本
に
お
い
て
改
変
さ
れ
た
可
能
性
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

三

子
の
た
め
に
罪
を
作
る
こ
と
に
つ
い
て

前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
内
閣
文
庫
本
と
梅
津
本
の
本
話
に
お
け
る
大

き
な
異
同
は
張
氏
母
が
自
分
の
堕
餓
鬼
の
原
因
を
述
べ
る
「
吾
為
育
爾
恣

貪
欲
而
憍
慢
素
甚
。
因
之
感
斯
餓
鬼
報
」
と
い
う
台
詞
の
有
無
で
あ
る
。

こ
の
台
詞
は
梅
津
本
が
削
除
し
た
か
、
内
閣
文
庫
本
に
お
い
て
追
加
さ
れ

た
か
を
ま
ず
考
え
た
い
。

第
十
三
話
で
は
、
張
氏
母
は
夢
で
自
分
は
今
苦
し
ん
で
い
る
と
告
げ
、

娘
の
張
氏
に
助
け
を
求
め
た
。
張
氏
は
母
が
ど
の
よ
う
な
苦
し
み
を
受
け

て
い
る
か
と
尋
ね
た
。
張
氏
母
は
「
吾
為
鬼
子
（
吾
鬼
の
子
と
為
り
）
」

と
、
自
分
は
餓
鬼
道
に
転
生
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
次
に
「
餓
鬼
報
多
食

己
子
。
隨
生
而
食
。
（
餓
鬼
の
報
い
、
多
く
は
己
が
子
を
食
ら
ふ
。
生
む

に
隨
つ
て
食
ら
ふ
）
」
と
言
っ
て
、
自
分
は
母
餓
鬼
で
は
な
く
、
食
ら
わ

れ
る
側
の
子
餓
鬼
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
告
げ
た
。
張
氏

母
が
体
験
す
る
苦
痛
は
、
餓
鬼
が
通
常
感
じ
る
飢
え
渇
き
の
苦
し
み
で
は

な
く
、
母
に
食
わ
れ
て
日
々
生
死
を
繰
り
返
す
苦
し
み
で
あ
る
（
「
吾
為
二

鬼
子

日
夜
死
生
」
）
。
食
わ
れ
る
側
の
餓
鬼
の
子
に
生
ま
れ
る
話
は
、
今

一

の
と
こ
ろ
他
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
特
異
な
堕
餓
鬼
の
原
因
を
説
明
す

る
た
め
に
、
内
閣
文
庫
本
に
見
ら
れ
る
「
吾
為
育
爾
恣
貪
欲
而
憍
慢
素
甚
。

因
之
感
斯
餓
鬼
報
」
と
い
う
台
詞
が
補
足
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

推
測
を
立
て
ら
れ
る
。

『
応
験
記
』
全
三
十
二
話
の
う
ち
、
本
稿
が
検
討
す
る
第
十
三
話
以
外

に
、
第
十
二
話
、
第
二
十
話
も
同
じ
く
亡
親
救
済
の
話
で
あ
る
。
第
十
二

話
「
陳
都
陳
氏
女
為

救

母
造

地
蔵
菩
薩

感
通
記
」
で
は
、
陳
氏
の
夢

レ

レ

二

一

に
沙
門
が
現
れ
て
、
「
汝
母
在

焦
熱
地
獄
中

」
と
告
げ
た
が
、
母
の
堕

二

一

地
獄
の
原
因
は
説
話
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
後
、

『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
に
見
ら
れ
る
、
地
蔵
菩
薩
が
婆
羅
門
女
で
あ
っ
た

時
、
母
を
地
獄
か
ら
救
済
し
た
説
話
が
簡
潔
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
『
地

蔵
菩
薩
本
願
経
』
（
大
正
蔵
十
三
・
七
七
九

）
の
そ
の
説
話
で
は
、
婆

a

羅
門
女
は
「
我
母
邪
見
、
譏
毀
三
宝
、
設
或
暫
信
、
旋
又
不
敬
」
と
、
母

は
邪
見
で
あ
り
、仏
法
を
信
じ
な
い
か
ら
悪
趣
に
堕
ち
た
と
述
べ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
類
推
す
る
に
、
第
十
二
話
に
お
い
て
も
、
親
が
地
獄
に
堕
ち
た

原
因
は
、
仏
法
を
信
じ
な
か
っ
た
、
邪
見
で
あ
っ
た
、
殺
生
を
行
っ
た
な

ど
、
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
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第
二
十
話
「
花
州
伯
文
家
少
女
感
地
蔵
化
記
」
で
は
、
少
女
の
母
は
地

獄
に
堕
ち
た
か
ど
う
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
少
女
の
地
蔵
菩
薩
念
仏

の
功
徳
に
よ
っ
て
天
に
生
ま
れ
た
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
天
に
生
ま
れ

る
前
に
地
獄
で
責
め
苦
を
受
け
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
生
前

い
か
な
る
罪
に
よ
っ
て
地
獄
に
堕
ち
た
か
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、『
応
験
記
』
に
お
け
る
同
じ
主
題
を
持
つ
説
話
で
は
、

親
が
如
何
な
る
理
由
で
地
獄
に
堕
ち
た
か
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。
親

の
罪
を
明
言
す
る
必
要
が
な
く
、
自
明
の
理
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

続
蔵
本
系
統
の
第
十
三
話
の
み
、
母
親
の
堕
地
獄
・
堕
餓
鬼
の
原
因
を
告

白
し
て
い
る
の
は
異
例
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
こ
の
台
詞
に
よ
っ
て
、
内
閣
文
庫
本
で
は
第
十
三
話
の
流
れ
も

少
し
変
わ
る
。
張
氏
母
は
最
初
、
自
分
は
餓
鬼
道
に
堕
ち
た
た
め
今
苦
し

ん
で
い
る
と
言
っ
た
。
張
氏
が
い
か
な
る
苦
し
み
を
受
け
て
い
る
か
と
尋

ね
る
と
、
張
氏
母
は
も
う
一
度
、
餓
鬼
の
子
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
を

告
げ
た
。
つ
ま
り
、
内
閣
文
庫
本
は
梅
津
本
よ
り
、
や
や
叙
述
が
重
複
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
、
こ
の
台
詞
が
後
か
ら
追
加
さ
れ
た
も
の
と
い
う

推
測
を
裏
付
け
る
。

「
吾
為
育
爾
恣
貪
欲
而
憍
慢
素
甚
。
因
之
感
斯
餓
鬼
報
」
の
台
詞
が
続

蔵
本
系
統
に
お
い
て
追
加
さ
れ
た
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
の
で
あ
れ

ば
、
本
書
が
日
本
に
伝
来
す
る
以
前
に
中
国
で
追
加
さ
れ
た
も
の
か
、
日

本
に
伝
来
後
、
日
本
人
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
た
も
の
な
の
か
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

『
望
月
仏
教
大
辞
典
』（

十
二
）

「
餓
鬼
」
の
項
に
「
諸
経
論
に
多
く
慳
貪

嫉
妬
を
以
て
此
の
趣
の
業
因
と
な
せ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
慳
貪

や
嫉
妬
を
餓
鬼
道
に
堕
ち
る
因
と
す
る
発
想
は
ご
く
一
般
的
で
、
中
日
に

共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
恣
貪
欲
而
憍
慢
素
甚
因
之
感
斯
餓
鬼
報
」
の

部
分
か
ら
は
、
こ
の
台
詞
が
ど
の
段
階
で
追
加
さ
れ
た
か
を
判
断
で
き
な

い
。
一
方
で
、
張
氏
母
は
「
貪
欲
」
「
憍
慢
」
の
理
由
と
し
て
「
為
育
爾

（
爾
を
育
て
ん
が
た
め
に
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
次
に
、
子
の
た
め
に
罪

を
つ
く
っ
た
と
い
う
点
に
注
目
し
て
、
こ
の
台
詞
が
中
国
に
お
け
る
改
変

か
、
日
本
に
お
け
る
改
変
か
を
考
察
す
る
。

経
典
で
は
、
子
の
た
め
に
種
々
の
罪
を
犯
し
、
そ
の
罪
に
よ
っ
て
餓
鬼

や
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
は
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
巻
三
の
偈
に
明
示
さ

れ
て
い
る
。
傍
線
部
に
、
子
の
た
め
に
罪
を
作
り
、
三
途
（
地
獄
道
、
餓

鬼
道
、
畜
生
道
）
に
堕
ち
て
苦
を
受
け
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
（
／
は

改
行
を
表
す
。
）

神
通
第
一
目
犍
連
／
已
斷
三
界
諸
煩
惱
／
以
神
通
力
觀
慈
母
／
見
在

受
苦
餓
鬼
中
／
目
連
自
往
報
母
恩
／
救
免
慈
親
所
受
苦
／
上
生
他
化

諸
天
衆
／
共
爲
遊
樂
處
天
宮
／
當
知
父
母
恩
最
深
／
諸
佛
聖
賢
咸
報

徳
／
若
人
至
心
供
養
佛
／
復
有
精
勤
修
孝
養
／
如
是
二
人
福
無
異
／

三
世
受
報
亦
無
窮
／
世
人
爲
子
造
諸
罪
／
墮
在
三
塗
長
受
苦
／
男
女

非
聖
無
神
通
／
不
見
輪
迴
難
可
報
／
哀
哉
世
人
無
聖
力
／
不
能
拔
濟

於
慈
母
／
以
是
因
縁
汝
當
知
／
勤
修
福
利
諸
功
徳
（
大
正
蔵
三
・
三

〇
二

）
b

こ
の
偈
は
『
三
宝
絵
』（

十
三
）

巻
下
の
「
盂
蘭
盆
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

心
地
観
経
ニ
仏
ノ
タ
マ
ヘ
ル
ヲ
ミ
レ
バ
、

世
人
ハ
子
ニ
ヨ
リ
テ
モ
ロ
〳
〵
ノ
ツ
ミ
ヲ
造
ル
。
三
途
ニ
ヲ
チ

テ
ナ
ガ
ク
ク
ル
シ
ビ
ヲ
ウ
ク
。
ソ
ノ
子
ヒ
ジ
リ
ニ
ア
ラ
ズ
。
神

通
ナ
ケ
レ
バ
、
輪
廻
ス
ラ
ム
オ
モ
見
ズ
シ
テ
、
ム
ク
ユ
ベ
キ
事
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カ
タ
シ
。
ソ
ノ
子
後
ニ
思
ヒ
テ
功
徳
ヲ
ツ
ク
レ
バ
、
大
ナ
ル
金

ノ
光
ア
リ
テ
地
獄
ヲ
照
ス
。
光
ノ
中
ニ
コ
ヱ
有
テ
、
ソ
ノ
父
母

ニ
シ
ラ
シ
ム
レ
バ
、
昔
ツ
ク
リ
シ
所
ノ
罪
ヲ
思
出
デ
ツ
。
一
念

ノ
悔
ル
心
ニ
ミ
ナ
キ
エ
ウ
セ
テ
、
ヒ
マ
モ
ナ
ク
受
ル
ク
ル
シ
ビ
、

ナ
ガ
ク
マ
ヌ
カ
ル
ヽ
事
ヲ
エ
ツ
。

ト
ノ
タ
マ
ヘ
リ
。
子
ヲ
思
ヒ
ケ
ル
オ
ヤ
ノ
心
ザ
シ
、
已
ニ
ネ
ム
ゴ
ロ

ナ
リ
キ
。
ヲ
ヤ
ヲ
ミ
チ
ビ
ク
子
ノ
心
ザ
シ
、
今
日
争
カ
オ
ロ
ソ
カ
ナ

ラ
ム
。

子
の
た
め
に
罪
を
作
る
と
い
う
考
え
方
は
、
中
国
に
見
ら
れ
る
だ
け
で

は
な
く
、
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
な
ど
の
経
典
の
伝
来
に
よ
っ
て
、
日

本
で
も
受
容
さ
れ
て
い
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
観
念
は
中
国
、
日
本

の
ど
ち
ら
か
に
特
有
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
で
は
、

「
吾
為
育
爾
…
」
の
台
詞
が
ど
の
伝
写
過
程
で
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
か

を
判
断
し
か
ね
る
。

四

母
が
餓
鬼
に
堕
ち
る
話
の
流
れ

前
節
で
、
子
の
た
め
に
罪
を
作
る
認
識
は
中
日
共
通
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
例
と
し
て
あ
げ
た
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
の
偈
も
、『
三
宝
絵
』

の
「
盂
蘭
盆
」
の
項
も
、
ど
ち
ら
も
目
連
救
母
の
話
と
深
く
関
わ
っ
て
い

る
。
本
節
で
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
目
連
救
母
説
話
を
は
じ

め
、
中
日
に
お
け
る
子
が
母
を
餓
鬼
・
地
獄
か
ら
救
う
説
話
の
発
展
と
受

容
を
通
し
て
、
子
を
養
育
す
る
た
め
に
作
っ
た
罪
が
原
因
で
母
親
が
餓
鬼

に
堕
ち
る
と
い
う
発
想
が
説
話
等
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を

考
察
し
、
『
応
験
記
』
第
十
三
話
の
「
吾
為
育
爾
…
」
の
台
詞
は
ど
こ
で

付
け
加
え
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

目
連
救
母
説
話
の
中
日
に
お
け
る
流
布
に
つ
い
て
、
岩
本
裕
氏
が
「
目

連
救
母
伝
説
攷
」（

十
四
）

で
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
氏
は
「
中
国
お
よ
び
わ

が
国
に
お
け
る
目
連
救
母
伝
説
の
母
胎
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
『
盂
蘭
盆

経
』
前
段
の
所
伝
で
あ
る
」（

十
五
）

と
述
べ
た
。
『
盂
蘭
盆
経
』
の
中
で
は
、

目
連
母
が
い
か
な
る
罪
に
よ
っ
て
餓
鬼
道
に
堕
ち
た
か
明
確
に
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
「
母
得

鉢
飯

、
便
以

左
手

障

飯
、
右
手
摶

飯
」
（
大
正

二

一

二

一

レ

レ

蔵
十
六
・
七
七
九

）
と
あ
る
よ
う
に
、
目
連
か
ら
食
べ
物
を
も
ら
っ
た

b

母
が
他
人
に
食
を
奪
わ
れ
な
い
よ
う
左
手
で
鉢
を
遮
る
と
い
う
行
為
が
描

か
れ
て
い
る
。こ
の
行
動
か
ら
目
連
母
は
慳
貪
で
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。

『
盂
蘭
盆
経
』
は
、
目
連
母
が
慳
貪
の
罪
に
よ
っ
て
餓
鬼
に
堕
ち
た
と
、

暗
々
裏
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

『
盂
蘭
盆
経
』
の
目
連
説
話
は
、
日
本
で
は
『
三
宝
絵
』
「
盂
蘭
盆
」

に
直
接
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
目
連
母
が
目
連
か
ら
飯
鉢
を
受

け
た
後
、
「
左
ノ
手
シ
テ
ハ
飯
ヲ
サ
ヅ
ク
。
右
ノ
手
シ
テ
ハ
、
イ
サ
ヽ
カ

ト
リ
テ
ク
ハ
ム
ト
ス
ル
ニ
、
イ
マ
ダ
口
ニ
イ
ラ
ヌ
ニ
、
飯
ス
ナ
ハ
チ
火
ト

ナ
リ
、
ス
ミ
ト
ナ
リ
ヌ
レ
バ
、
ク
フ
事
ア
タ
ハ
ズ
。
」
と
記
さ
れ
る
。
点

線
で
示
し
た
「
サ
ヅ
ク
」
に
つ
い
て
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
注
で
は
、

「
意
味
か
ら
い
え
ば
、
左
手
で
鉢
を
か
か
え
、
右
手
で
飯
を
食
お
う
と
い

う
の
で
あ
る
か
ら
、
底
本
の
「
サ
ツ
ク
」
は
「
さ
ゝ
へ
」
を
「
さ
つ
く
」

と
誤
読
し
た
た
め
の
誤
記
か
」
と
し
て
い
る
。
目
連
の
母
の
罪
の
具
体
的

内
容
に
関
す
る
記
述
は
な
い
が
、
『
盂
蘭
盆
経
』
と
同
様
、
目
連
母
の
罪

は
慳
貪
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
側
で
は
、
目
連
救
母
説
話
は
唐
の
時
代
に
す
で
に
完
成
さ
れ
、
そ

の
後
の
改
変
は
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る

（
十
六
）

。
『
応
験
記
』
の
成
立
し

た
宋
以
降
の
元
、
明
や
清
の
時
代
に
、
目
連
変
文
と
い
う
形
で
さ
ら
な
る
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広
が
り
を
見
せ
、
戯
曲
に
も
発
展
し
て
広
く
受
容
さ
れ
た
。『
盂
蘭
盆
経
』

で
は
明
言
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
目
連
母
の
罪
は
、
変
文
に
お
い
て
明
確
化

さ
れ
た
。
『
目
連
縁
起
』（

十
七
）

の
中
で
、
「
目
連
慈
母
号

青
提

、
本
是
西

二

一

方
長
者
妻
。
在
世
慳
貪
多
殺
害
、
命
終
之
後
落

泥
犂

」
や
「
我
仏
慈
悲

二

一

告

目
連

、
不

要

忩
忩

且
近

前
、
汝
母
在
世
多
殺
害
、
慳
貪
広
造

二

一

レ

二

一

レ

二

悪
因
縁

」
と
、
繰
り
返
し
目
連
母
の
堕
獄
原
因
は
彼
女
の
慳
貪
や
殺
生

一

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
、
目
連
戯
（
地
獄
に
堕
ち
た
母
を
救
う

高
僧
目
連
の
地
獄
め
ぐ
り
の
話
を
演
じ
る
戯
曲

（
十
八
）

）
の
内
容
は
豊
富
に

な
る
が
、
総
じ
て
目
連
の
母
の
罪
は
慳
貪
や
殺
生
に
あ
る
と
書
か
れ
、
子

を
育
て
る
た
め
に
罪
を
作
っ
た
こ
と
を
堕
地
獄
の
理
由
と
す
る
記
述
は
見

当
た
ら
な
い
。

日
本
で
は
、
目
連
救
母
説
話
の
中
日
文
学
比
較
研
究
、
日
本
に
お
け
る

目
連
救
母
説
話
の
発
展
や
変
容
に
つ
い
て
の
研
究
は
数
多
く
あ
る
。

脇
田
晴
子
「
母
性
尊
重
思
想
と
罪
業
観
」（

十
九
）

は
、「
目
連
救
母
伝
説
の
、

平
安
・
鎌
倉
期
の
説
話
や
、
そ
の
原
典
と
な
っ
た
イ
ン
ド
、
中
国
の
説
話

で
は
、
母
親
自
身
の
悪
行
や
殺
生
の
罪
に
よ
っ
て
地
獄
に
堕
ち
た
と
い
う

理
由
づ
け
が
さ
れ
た
」
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
日
本
の
目
連
説
話
独
自
の

変
容
に
言
及
し
、
「
中
世
末
期
に
成
立
し
た
『
御
伽
草
子
』
の
中
の
「
も

く
れ
ん
の
そ
う
し
」
は
、
盲
愛
の
結
果
と
し
て
、
他
人
を
押
し
の
け
て
我

が
子
よ
か
れ
と
思
う
母
の
心
が
、
地
獄
へ
堕
ち
る
罪
と
な
る
」（

二
十
）

と
述

べ
て
い
る
。

吉
川
良
和
「
目
連
救
母
芸
能
初
探
」（

二
十
一
）

の
中
で
は
、
「
「
も
く
れ
ん
の

そ
う
し
」
は
「
三
国
伝
記
」
と
全
く
異
な
り
、
漢
字
を
ほ
と
ん
ど
用
い
ず
、

内
容
的
に
も
大
き
く
様
変
わ
り
を
し
て
、
日
本
的
特
徴
を
出
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
。
吉
川
氏
は
「
日
本
的
特
徴
」
の
具
体
的
内
容
を
以
下
の
よ
う

に
ま
と
め
た
。

母
の
罪
業
で
、
〝
慳
貪
〟
の
内
容
を
「
三
国
伝
記
」
な
ど
の
世
俗
的
、

具
体
的
な
も
の
か
ら
、抽
象
的
な
観
念
に
変
質
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
用
意
と
し
て
、
「
そ
う
し
」
は
、
目
連
を
釈
迦
の
従
兄
弟
に
す

る
こ
と
で
、
母
の
子
に
対
す
る
偏
愛
、
す
な
わ
ち
果
て
は
従
兄
弟
の

釈
迦
を
も
凌
駕
す
る
高
僧
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
言
う
、
わ
が
子
可
愛

さ
の
執
着
心
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
と
思
わ
せ
る
の
に
十
分
な
理
由
を

与
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
初
め
の
処
に
唯
一
人
の
子
と
い
う
こ

と
を
非
常
に
強
調
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
日
本
の
目
連
芸
能
に
お
け
る

目
連
の
母
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
僧
侶
を
撲
殺
し
た
り
、
殺
生
肉
食
を
し
た

り
す
る
中
国
の
も
の
と
は
頗
る
趣
を
異
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た

（
二
十
二
）

。

こ
れ
ら
の
先
行
研
究

（
二
十
三
）

は
、
子
の
た
め
に
罪
を
作
っ
て
餓
鬼
・
地

獄
に
堕
ち
る
と
い
う
話
型
は
「
日
本
的
特
徴
」
を
有
す
る
可
能
性
を
提
示

し
た
。

以
下
『
も
く
れ
ん
の
そ
う
し
』（

二
十
四
）

の
本
文
を
示
す
。
傍
線
部
分
は
「
日

本
的
特
徴
」
を
示
す
内
容
で
あ
る
。

か
の
な
く
や
う
な
る
こ
ゑ
に
て
、
人
の
い
の
ち
を
う
は
ひ
、
さ
ん

や
の
け
た
物
を
こ
ろ
し
、
か
う
か
の
う
ろ
く
つ
を
、
ほ
ろ
ほ
せ
る
も

の
、
こ
の
地
こ
く
ゑ
は
、
お
つ
る
な
ら
ひ
な
れ
と
も
、
み
つ
か
ら
は
、

御
身
ゆ
へ
に
、
こ
の
地
こ
く
に
は
、
お
つ
る
な
り
、
其
の
ゆ
へ
は
、

ひ
と
り
こ
に
て
、
お
は
せ
し
か
は
、
よ
の
つ
ね
な
ら
す
、
お
も
ひ
し

ほ
と
に
、
わ
う
し
と
し
て
、
く
ら
ひ
を
、
ゆ
つ
り
ゑ
給
ふ
へ
き
に
て

あ
り
し
時
、
た
か
ら
を
、
千
万
の
く
に
ゝ
つ
み
て
も
、
な
を
ね
か
ふ

心
は
つ
き
す
、
こ
れ
一
し
ん
に
、
御
身
に
あ
た
へ
ん
た
め
な
り
、
け
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ん
と
ん
と
な
り
て
、
ま
つ
は
し
め
に
は
、
か
き
た
う
へ
お
ち
ぬ

（
中
略
）
又
、
あ
は
れ
大
し
、
り
や
う
せ
ん
し
や
う
と
の
、
あ
る
し

と
な
り
、
三
か
い
第
一
の
、
ち
し
き
と
し
て
、
千
人
の
ら
か
ん
、
五

百
の
大
ら
か
ん
も
、
み
な
〳
〵
し
に
て
、
わ
か
た
い
し
ひ
と
り
、
世

に
い
て
候
ひ
て
、
千
人
の
こ
く
わ
う
、
十
人
の
ち
や
う
し
や
、
も
ろ

も
ろ
の
人
に
、
い
ね
う
か
つ
か
ふ
、
せ
ら
れ
給
へ
か
し
と
、
お
も
ふ

ふ
か
く
（
中
略
）
け
う
ま
む
の
つ
み
、
お
も
く
し
て
、
ま
か
い
の
く

け
ん
も
の
か
す
れ

右
の
傍
線
部
で
示
し
た
よ
う
に
、
目
連
母
は
「
御
身
ゆ
へ
に
」
、
「
ひ
と
り

こ
に
て
、
お
は
せ
し
か
は
」
、
「
わ
か
た
い
し
ひ
と
り
」
な
ど
と
述
べ
、
一

子
の
た
め
に
慳
貪
傲
慢
に
な
っ
て
、
餓
鬼
・
地
獄
に
堕
ち
た
と
告
白
し
て

い
る
。
『
も
く
れ
ん
の
そ
う
し
』
で
は
、
母
親
が
子
を
思
う
あ
ま
り
罪
を

犯
し
た
こ
と
が
明
確
に
書
か
れ
て
い
た
。

日
本
に
お
い
て
、
母
親
の
堕
餓
鬼
・
堕
地
獄
の
理
由
が
自
身
の
慳
貪
に

よ
ら
ず
、
子
を
養
育
す
る
た
め
だ
っ
た
と
す
る
説
話
は
、
目
連
救
母
説
話

の
み
な
ら
ず
、
脇
田
氏
前
掲
著
作
に
言
及
さ
れ
て
い
る
『
沙
石
集
』（

二
十
五
）

巻
二
に
あ
る
讃
岐
房
の
説
話

（
二
十
六
）

に
も
見
ら
れ
る
。
該
当
箇
所
を
左
に

引
用
す
る
。

広
き
野
中
を
は
る
ば
る
と
具
し
て
お
は
し
ま
す
に
、
餓
鬼
共
い
く
ら

と
云
ふ
事
を
知
ら
ず
多
き
中
に
、
あ
る
餓
鬼
、
地
蔵
に
申
し
け
る
は
、

『
こ
の
法
師
は
、
我
が
昔
の
子
な
り
。
彼
を
は
ぐ
く
み
、
い
と
ほ
し

く
せ
ん
と
て
、
多
く
の
な
や
み
、
貪
業
を
つ
く
る
程
に
、
今
、
か
か

る
悲
し
き
報
を
得
た
り
。
餓
鬼
の
習
ひ
、
子
を
食
ら
ふ
事
に
て
候
ふ
。

給
は
り
て
食
せ
ん
』
と
申
す
に
（
下
略
）

子
を
養
育
す
る
た
め
に
罪
を
作
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
餓
鬼
の
報
い
を
受

け
る
と
い
う
内
容
は
、
内
閣
文
庫
本
『
応
験
記
』
第
十
三
話
の
「
吾
為
レ

育

爾
恣
貪
欲
而
憍
慢
素
甚
、
因

之
感

斯
餓
鬼
報

」
と
同
じ
で
あ
る
。

レ

レ

二

一

ま
た
、
波
線
部
「
餓
鬼
の
習
ひ
、
子
を
食
ら
ふ
事
に
て
候
ふ
」
は
、
『
応

験
記
』
第
十
三
話
の
「
餓
鬼
報
多
食

己
子

」
と
も
類
似
し
て
い
る
。

二

一

『
沙
石
集
』
以
前
、
本
説
話
に
類
似
し
た
話
は
、
管
見
の
限
り
見
つ
か

ら
な
い
。
脇
田
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
『
沙
石
集
』
の
讃
岐
房
の
話
は
、

子
育
て
の
た
め
に
餓
鬼
に
堕
ち
た
と
明
確
に
記
し
た
最
初
の
例
で
あ
る
。

こ
の
説
話
の
類
話
と
し
て
は
、『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
（
貞
享
元
年
（
一
六

八
四
）
刊
）（

二
十
七
）

巻
六
の
十
四
「
論
議
房
冥
途
物
語
事
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

両
説
話
の
筋
立
て
は
同
じ
で
あ
る
が
、
餓
鬼
に
な
っ
た
母
の
台
詞
は
「
我

彼
ヲ
養
育
セ
ン
ト
テ
、
種
々
ノ
罪
ヲ
造
作
シ
テ
、
今
如

是
報
ヲ
得
タ
リ
。

レ

今
亦
我
彼
ヲ
食
シ
テ
、
此
飢
ヲ
タ
ス
ケ
ン
」
と
な
っ
て
い
る

（
二
十
八
）

。
子

の
養
育
の
た
め
、
罪
を
作
り
餓
鬼
・
地
獄
に
堕
ち
る
と
い
う
考
え
は
同
様

で
あ
る
。

も
う
一
例
は
東
大
寺
の
法
蔵
の
話
で
あ
る
。
法
蔵
の
話
に
つ
い
て
触
れ

た
先
行
研
究
は
佐
野
大
介
「
孝
不
孝
譚
に
現
れ
た
親
の
慈
愛
：
堕
獄
モ
チ

ー
フ
を
例
と
し
て
」（

二
十
九
）

、
及
び
勝
浦
令
子
「
女
の
死
後
と
そ
の
救
済

―
母
の
生
所
と
貴
女
の
堕
地
獄

―
」（

三
十
）

が
あ
る
。『
元
亨
釈
書
』（

三
十
一
）

巻
第
四
に
よ
れ
ば
、
忉
利
天
に
召
さ
れ
た
法
蔵
は
生
母
の
転
生
先
が
地
獄

で
あ
る
と
知
り
、
使
者
に
導
か
れ
て
法
蔵
は
地
獄
で
母
と
再
会
し
た
。
そ

こ
で
、
法
蔵
母
は
自
分
の
堕
獄
理
由
を
「
只
是
生
育
児
孩
痴
愛
之
故
耳
」

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
法
蔵
母
が
地
獄
に
堕
ち
た
の
は
、
養
育
す
る
子

へ
の
痴
愛
ゆ
え
で
あ
っ
た
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
、
目
連
救
母
説
話
だ
け
で
は
な
く
、
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『
沙
石
集
』
の
讃
岐
房
の
話
、
東
大
寺
法
蔵
の
話
も
、
母
親
の
堕
餓
鬼
・

堕
地
獄
の
理
由
は
元
来
自
身
の
慳
貪
で
は
な
く
、
全
て
子
の
た
め
で
あ
る

と
明
確
に
表
し
て
い
た
。
中
世
日
本
に
お
い
て
、
子
へ
の
盲
目
的
な
愛
情

が
罪
を
作
る
原
因
と
な
り
、
死
後
地
獄
や
餓
鬼
道
に
堕
ち
て
苦
を
受
け
る

と
い
う
考
え
が
、
あ
る
程
度
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
に
お
い
て
、
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
に

は
子
の
た
め
に
罪
を
作
っ
て
地
獄
に
堕
ち
る
と
い
う
内
容
の
偈
が
見
ら
れ

る
が
、
そ
の
後
『
応
験
記
』
が
成
立
し
た
宋
以
後
の
時
代
の
作
品
を
見
て

も
、
子
の
た
め
に
地
獄
に
落
ち
る
と
い
う
考
え
が
受
容
さ
れ
た
り
発
展
さ

れ
た
り
し
た
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
『
応
験
記
』
第
十
三
話
で
続
蔵
本

系
統
の
み
に
見
ら
れ
る
「
吾
為
育
爾
恣
貪
欲
而
驕
慢
素
甚
因
之
感
斯
餓
鬼

報
」
の
よ
う
な
言
い
回
し
は
、『
も
く
れ
ん
の
そ
う
し
』
や
『
沙
石
集
』『
元

亨
釈
書
』
な
ど
と
同
様
の
日
本
的
特
徴
が
現
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

『
応
験
記
』
第
十
三
話
該
当
箇
所
の
本
来
の
本
文
は
梅
津
本
が
示
す
通
り
、

「
其
母
亡
後
、
夢
示

張
氏

、
吾
苦
不

可

堪

忍
、
汝
将
救

之
。
」
と

二

一

レ

レ

レ

レ

あ
る
べ
き
で
、
内
閣
文
庫
本
『
応
験
記
』
第
十
三
話
の
「
吾
為
育
爾
…
」

の
台
詞
が
日
本
で
の
伝
写
過
程
で
追
加
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と

結
論
づ
け
た
い
。

五

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
『
応
験
記
』
第
十
三
話
に
お
け
る
梅
津
本
と
内
閣
文
庫
本

の
本
文
異
同
の
一
例
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
第
十
三
話
の
テ
キ

ス
ト
の
原
形
を
推
定
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
続
蔵
本
系
統
に
の
み
存
す

る
台
詞
は
日
本
的
特
徴
を
示
し
て
い
る
点
か
ら
、
『
応
験
記
』
の
第
十
三

話
の
本
文
は
梅
津
本
に
従
う
べ
き
で
あ
り
、
続
蔵
本
系
統
『
応
験
記
』
に

は
日
本
に
お
い
て
転
写
さ
れ
る
過
程
で
改
変
さ
れ
た
箇
所
が
見
ら
れ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
改
変
は
、
前
掲
拙
稿
で
論
じ
た
続
蔵
本
系
統
の
本
文
改
変

の
中
に
は
、
日
本
に
伝
わ
る
過
程
で
の
単
な
る
誤
写
な
ど
に
起
因
す
る
も

の
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
と
日
本
に
お
け
る
思
想
的
差
違
に
基
づ
く
改
変

の
可
能
性
と
指
摘
し
た
。

続
蔵
本
系
統
の
『
応
験
記
』
に
は
改
変
さ
れ
た
本
文
が
含
ま
れ
て
い
る

も
の
の
、
日
本
に
お
け
る
変
容
が
反
映
さ
れ
て
い
る
点
、
中
日
両
国
の
思

想
や
文
化
の
比
較
研
究
に
価
値
の
あ
る
テ
キ
ス
ト
と
い
え
る
。
し
た
が
っ

て
、
『
応
験
記
』
の
説
話
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
は
、
テ
キ
ス
ト
の
再
確
認
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
、
今
後
の

研
究
に
お
い
て
「
善
本
」
で
あ
る
梅
津
本
の
み
な
ら
ず
、
内
閣
文
庫
本
を

も
併
せ
て
参
照
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

［
注
］

（
一
）
楊
帆
「
『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
』
の
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
考
察

―
続
蔵
本

系
統
を
中
心
に

―
」（
『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』

、2024

）

51

（
二
）
李
銘
敬
「
宋
・
常
謹
撰
『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
』
研
究
序
説
」
（
日
本
文
学

研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル

、2024

）

29

（
三
）
牧
野
和
夫
『
日
本
中
世
の
説
話
・
書
物
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
和
泉
書
院
、

2009

）

（
四
）
牧
野
和
夫
氏
前
掲
論
文
（
注
（
三
））

（
五
）
清
水
邦
彦
「
『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
』
の
基
礎
的
研
究
」
（
『
日
本
文
化
研
究

：
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
日
本
文
化
研
究
学
際
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
紀
要
』

、1992
）

3

（
六
）
清
水
邦
彦
氏
前
掲
論
文
（
注
（
五
））
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（
七
）
梅
津
次
郎
『
絵
巻
物
叢
考
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、1968

）

（
八
）
『
地
蔵
菩
薩
像
霊
験
記
』
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
よ
り
引

用
。U

R
L

：https://w
w
w
.digital.archives.go.jp/im

g/3610851

（
九
）
『
真
福
寺
善
本
叢
刊
』
第
六
巻
（
第
二
期

全
十
二
巻
）
阿
部
泰
郎
・
山

崎
誠
編
、
臨
川
書
店
、2004

（
十
）
前
掲
著
作
（
注
（
九
））

（
十
一
）
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
牧
野
氏
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
宗
性
写
『
地
蔵

菩
薩
感
応
抄
』
は
概
ね
梅
津
本
系
統
に
依
拠
し
た
本
文
で
あ
り
、
同
じ
く
宗

性
に
よ
る
『
弥
勒
如
来
感
応
抄
』
も
梅
津
本
系
統
に
基
づ
く
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
『
絵
詞
』
が
和
訳
を
作
成
す
る
際
に
梅
津
本
系
統
を
参
照
し
た
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。

（
十
二
）
望
月
信
亨
著
・
塚
本
善
隆
増
訂
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
（
世
界
聖
典
刊

行
協
会
、1956

）
第
一
巻
「
餓
鬼
」
の
条
よ
り
引
用
。

（
十
三
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『
三
宝
絵

注
好
選
』（
岩
波
書
店
、1997

）

31

（
十
四
）
岩
本
裕
「
目
連
救
母
伝
説
攷
」
（
『
国
語
国
文
』

-

、1966

）
で
は
、

35
9

目
連
救
母
伝
説
に
つ
い
て
、
「
仏
弟
子
の
中
で
神
通
第
一
と
称
せ
ら
れ
た
目

連
尊
者
が
、
母
を
餓
鬼
道
あ
る
い
は
地
獄
道
か
ら
救
済
し
た
と
い
う
伝
説
は
、

中
国
な
ら
び
に
わ
が
国
に
お
い
て
相
当
に
広
く
流
布
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
学

形
式
で
伝
承
さ
れ
る
と
と
も
に
、
民
間
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
」
と
述
べ
て

い
る
。

（
十
五
）
岩
本
裕
氏
前
掲
論
文
（
注
（
十
四
））

（
十
六
）
趙
景
深
『
読
曲
小
記
』
（
中
華
書
局
、1959

）
「
目
連
救
母
的
演
変
」
の

中
で
「
這
緣
起
大
約
也
是
唐
五
代
的
写
本
，
目
連
的
故
事
到
唐
朝
差
不
多
已

經
斉
備
，
後
來
的
增
改
極
少
。
」
（
こ
の
縁
起
（
『
大
目
連
縁
起
』
を
指
す
）

は
だ
い
た
い
唐
の
五
代
の
写
本
で
、
目
連
の
故
事
は
唐
の
時
代
ま
で
に
既
に

完
備
さ
れ
、
そ
の
後
の
増
補
は
極
め
て
少
な
い
。
（
筆
者
訳
））
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

（
十
七
）『
敦
煌
変
文
集
』（
王
重
民
主
編
、
人
民
文
学
出
版
社
、1957

）
巻
六
「
目

連
縁
起
」

（
十
八
）
目
連
戯
に
つ
い
て
は
田
仲
一
成
「
祭
祀
か
ら
演
劇
へ
」
（
『
神
奈
川
大
学

中
国
語
学
科
創
設
十
周
年
記
念
論
集

中
国
通
俗
文
芸
へ
の
視
座

―
新
シ

ノ
ロ
ジ
ー
・
文
学
編
』
神
奈
川
大
学
中
国
語
学
科
編
、
東
方
書
店
、1998

）

を
参
照
し
た
。

（
十
九
）
脇
田
晴
子
『
日
本
中
世
女
性
史
の
研
究

―
性
別
役
割
分
担
と
母
性
・

家
政
・
性
愛
』（
東
京
大
学
出
版
会
、1992

）

（
二
十
）
脇
田
晴
子
氏
前
掲
著
作
（
注
（
十
九
）
）
第

章
「
母
性
尊
重
思
想
と

2

罪
業
観
」

（
二
十
一
）
吉
川
良
和
「
目
連
救
母
芸
能
初
探
」（
『
人
文
学
研
究
所
報
』

、1989

）

22

（
二
十
二
）
吉
川
良
和
氏
前
掲
論
文
（
注
（
二
十
一
））

（
二
十
三
）
目
連
救
母
説
話
の
日
本
に
お
け
る
変
容
に
言
及
し
た
論
文
は
ほ
か
に

も
あ
る
。
塩
川
和
広
氏
は
「
近
世
の
目
連
救
母
説
話
を
め
ぐ
っ
て

―
鱗
形

屋
本
『
目
蓮
記
』
を
中
心
に

―
」
（
『
東
ア
ジ
ア
の
仏
伝
文
学
』
小
峯
和
明

編
、
勉
誠
出
版
、2017

）
の
中
で
「
室
町
前
期
の
お
伽
草
子
、
天
理
本
『
目

連
の
草
紙
』
を
は
じ
め
、
歌
謡
や
能
、
近
世
初
期
の
説
経
正
本
の
八
文
字
屋

本
『
目
連
記
』
、
鱗
形
屋
本
『
目
蓮
記
』
な
ど
、
母
子
の
愛
情
と
母
の
救
済

を
主
題
と
し
て
せ
り
出
し
た
作
品
が
広
く
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
」
と
述

べ
、
さ
ら
に
近
世
初
期
の
目
連
救
母
説
話
の
展
開
を
考
察
し
、
「
八
文
字
屋

本
は
『
目
連
の
草
紙
』
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
、
双
方
向
的
な
母
子
の
愛
情

が
薄
れ
、
母
か
ら
子
へ
の
一
方
的
な
執
心
が
強
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
」

と
、
近
世
ま
で
日
本
の
目
連
救
母
説
話
が
独
自
の
変
容
を
と
げ
た
と
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、
佐
野
大
介
「
孝
不
孝
譚
に
現
れ
た
親
の
慈
愛
：
堕
獄
モ
チ
ー

フ
を
例
と
し
て
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』

、2018

）
で
は
、
「
本
朝
の
孝
行

64
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譚
に
お
い
て
、
親
の
堕
獄
理
由
が
「
慳
貪
」
よ
り
「
痴
愛
」
に
変
化
し
」
た

と
述
べ
て
い
る
。

（
二
十
四
）『
も
く
れ
ん
の
そ
う
し
』
の
本
文
は
岩
本
裕
『
地
獄
め
ぐ
り
の
文
学
』

（
仏
教
説
話
研
究
第
四
巻
、
開
明
書
院
、1979

）
第
二
章
第
三
節
「
目
連
救

母
伝
説
の
転
回
（
一
）

―
『
も
く
れ
ん
の
そ
う
し
』

―
」
よ
り
引
用
。

（
二
十
五
）
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『
沙
石
集
』
（
小
学
館
、2001

）
巻
第

52

二
ノ
八
「
仏
法
の
結
縁
空
し
か
ら
ざ
る
事
」
よ
り
引
用
。
底
本
は
米
沢
本
で

あ
る
。

（
二
十
六
）
説
話
の
概
要
は
、
讃
岐
房
が
急
死
し
、
地
獄
で
論
識
房
に
出
会
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
説
話
は
、
論
識
房
が
地
獄
に
堕
ち
た
原
因
を
説
明
す
る

部
分
と
、
讃
岐
房
が
地
蔵
菩
薩
に
引
導
さ
れ
て
地
獄
か
ら
離
れ
る
途
中
の
見

聞
を
語
る
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
本
稿
に
引
用
す
る
讃
岐
房
の
説
話
は
後
半

部
に
な
る
。

（
二
十
七
）
榎
本
千
賀
・
高
達
奈
緒
美
・
久
野
俊
彦
・
山
田
厳
子
・
渡
浩
一
編
著

『
一
四
巻
本
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』（
三
弥
井
書
店
、2002

）

（
二
十
八
）『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
巻
六
の
十
四
「
論
議
房
冥
途
物
語
事
」
と
、『
沙

石
集
』
に
見
ら
れ
る
論
識
房
説
話
（
後
半
は
讃
岐
房
の
話
）
と
の
間
に
は
、

直
接
な
書
承
関
係
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
福
島
公
彦
「
沙
石
集
、
雑
談
集

と
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
」（
『
中
世
文
学
論
叢
』

、1976

）
に
お
い
て
指
摘
さ

1

れ
て
い
る
。

（
二
十
九
）
法
蔵
の
説
話
は
『
本
朝
高
僧
伝
』
に
も
見
え
る
が
、
本
稿
で
は
『
元

亨
釈
書
』
か
ら
引
用
し
た
。
な
お
、
佐
野
大
介
氏
前
掲
論
文
（
注
（
二
十
三
）
）

で
は
、『
本
朝
高
僧
伝
』
か
ら
法
蔵
の
説
話
を
引
用
し
て
い
る
。

（
三
十
）
勝
浦
令
子
「
女
の
死
後
と
そ
の
救
済

―
母
の
生
所
と
貴
女
の
堕
地
獄

―
」（
『
中
世
を
考
え
る

仏
と
女
』
西
口
順
子
編
、
吉
川
弘
文
館
、1997

）

（
三
十
一
）『
訓
読
元
亨
釈
書
』
上
巻
（
禅
文
化
研
究
所
、2011

）

（
よ
う

は
ん
・
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）


